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無
名
草
子
の
注
釈
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
主
な
単
行
本
と
し
て
、
冨
倉
徳
次
郎

博
士
著
『
無
名
草
子
新
註
』
（
著
者
名
は
「
富
倉
二
郎
」
と
あ
る
。
）
『
棚
課
無
名

草
子
』
『
無
名
草
子
評
解
』
、
拙
著
『
校
註
無
名
草
子
』
、
北
川
忠
彦
氏
担
当
『
無

名
草
子
』
（
日
本
思
想
大
系
2
3
『
古
代
中
世
芸
術
論
』
所
収
）
、
山
岸
徳
平
博
士
著

『
無
名
草
子
』
（
角
川
文
庫
）
、
桑
原
博
史
氏
著
『
無
名
草
子
』
（
新
胡
日
本
古
典
集

成
）
な
ど
が
あ
り
、
無
名
草
子
の
一
部
分
を
対
象
と
し
た
注
釈
に
、
峯
村
文
人
博

士
著
『
方
丈
記
・
無
名
抄
・
無
名
草
子
』
（
学
燈
文
庫
）
、
拙
稿
「
無
名
草
子
の
平

安
末
期
物
語
評
言
」
（
拙
著
『
平
安
末
期
物
語
論
』
所
収
）
、
片
岡
利
博
氏
「
無
名

草
子
注
釈
　
　
女
性
評
・
そ
の
一
－
」
（
「
文
林
」
第
十
九
号
）
な
ど
が
あ
っ

て
、
詳
細
な
も
の
は
数
少
い
現
状
で
あ
る
。
以
下
、
清
少
納
言
評
言
に
つ
き
、
拙

著
『
校
註
無
名
草
子
』
の
頭
注
を
補
足
し
た
詳
注
を
試
み
よ
う
。
な
お
、
無
名
草

子
は
右
の
拙
著
を
使
用
す
る
。

　
○
す
べ
て
あ
ま
り
に
な
り
ぬ
る
人
の
、
そ
の
ま
ま
に
て
は
べ
る
た
め
し
、
あ

　
　
り
が
た
き
わ
ざ
に
こ
そ
あ
め
れ
。
（
八
○
頁
）

「
あ
ま
り
に
な
り
ぬ
る
人
」
は
、
あ
ま
り
に
程
度
を
越
し
て
成
り
上
っ
て
し
ま

　
　
　
　
無
名
草
子
の
清
少
納
言
評
言
私
注

つ
た
人
を
い
い
、
「
そ
の
ま
ま
に
て
は
べ
る
た
め
し
、
あ
り
が
た
き
わ
ざ
に
こ
そ

あ
め
れ
。
」
は
、
そ
の
成
り
上
り
の
ま
ま
の
状
態
で
あ
り
ま
す
例
は
、
珍
し
い
こ

と
で
あ
る
よ
う
だ
。
の
意
で
あ
る
。
全
体
は
、
前
章
に
お
け
る
小
野
小
町
の
「
美

人
流
浪
伝
説
」
に
関
連
し
て
、
あ
ま
り
に
時
め
く
女
性
が
晩
年
に
零
落
す
る
こ
と

が
少
く
な
い
こ
と
を
述
べ
て
、
清
少
納
言
評
言
の
序
言
と
し
て
い
る
。

　
　
　
ひ
　
が
き

　
　
○
檜
垣
の
子
、
清
少
納
言
は
、
一
条
院
の
位
の
御
時
、
中
の
関
白
世
を
し
ら

　
　
　
せ
た
ま
ひ
け
る
は
じ
め
、
皇
后
宮
の
と
き
め
か
せ
た
ま
ふ
盛
り
に
さ
ぶ
ら

　
　
　
ひ
た
ま
ひ
て
、
人
よ
り
優
な
る
も
の
と
お
ぼ
し
め
さ
れ
た
り
け
る
ほ
ど
の

　
　
　
こ
と
ど
も
は
、
枕
草
子
と
い
ふ
も
の
に
み
つ
か
ら
書
き
あ
ら
は
し
て
は
べ

　
　
　
る
め
れ
ば
、
こ
ま
か
に
申
す
に
お
よ
ば
ず
。
（
八
○
頁
）

　
ひ
　
が
き

　
「
檜
垣
の
子
」
は
、
拙
著
『
校
註
無
名
草
子
』
の
底
本
と
し
た
彰
考
館
文
庫
本

に
「
ひ
か
た
の
こ
」
と
あ
る
が
、
「
ひ
か
き
の
こ
」
の
誤
写
な
る
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。
現
に
、
池
田
亀
鑑
博
士
著
『
古
典
の
批
判
的
処
置
に
関
す
る
研
究
　
第
二

部
　
国
文
学
に
於
け
る
文
献
批
判
の
方
法
論
』
の
「
第
十
五
章
　
日
本
古
典
作
品

に
於
け
る
本
文
転
化
の
諸
類
型
と
そ
の
実
例
」
に
は
、
群
書
類
従
本
そ
の
他
の
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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無
名
草
子
の
清
少
納
言
評
言
私
注

名
草
子
に
「
か
き
さ
し
て
」
と
あ
る
文
が
彰
考
館
蔵
本
に
「
か
た
さ
し
て
」
と

な
っ
て
い
る
実
例
を
あ
げ
て
、
「
き
」
（
支
）
の
草
体
が
「
た
」
（
多
）
の
草
体
に

混
同
さ
れ
や
す
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（
三
九
五
頁
）
。
し
か
し
、
「
ひ
が
き
の

こ
」
（
檜
垣
の
子
）
と
読
む
べ
き
か
「
ひ
が
き
の
こ
」
（
檜
垣
の
御
）
と
読
む
べ
き

か
は
問
題
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
は
次
の
本
文
「
清
少
納
言
は
」
と
の
関
係
を
考
察

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
清
少
納
言
の
父
母
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
岸
上
慎
二
博
士
著
『
清
少
納
言
伝
記

孜
』
の
中
に
詳
細
に
考
究
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
従
う
と
、
ま
ず
清
少
納
言

の
父
は
、
清
原
元
輔
で
（
清
原
氏
系
図
・
清
原
系
図
な
ど
）
、
元
宮
は
寛
和
二
年

（
九
八
六
）
正
月
に
肥
後
守
と
し
て
任
地
に
赴
き
、
永
柞
二
年
（
九
九
〇
）
⊥
ハ
月
、

八
十
三
歳
で
没
し
て
い
る
（
三
十
六
人
歌
仙
伝
・
大
日
本
史
　
巻
二
百
十
九
、
歌

人
二
）
。
ま
た
、
清
少
納
言
の
母
に
つ
い
て
は
、
岸
上
博
士
は
群
書
類
従
本
無
名

草
子
の
清
少
納
言
評
言
の
ほ
と
ん
ど
全
文
を
掲
げ
て
　
（
そ
こ
に
は
「
ひ
が
き
の

こ
。
せ
い
少
納
言
は
、
」
と
あ
り
、
「
中
の
関
白
」
は
「
宇
治
の
関
白
」
、
「
皇
后

宮
」
は
「
皇
太
后
」
と
あ
る
。
）
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
ら
れ
る
。
少
し
長
く
な

る
が
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
部
分
を
掲
げ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
（
マ
マ
）

　
　
無
名
草
子
の
記
事
中
に
は
ひ
か
き
の
こ
せ
い
少
納
言
の
記
事
の
外
に
少
く
と

　
　
も
二
箇
の
難
点
が
存
在
し
て
み
る
。
そ
の
一
は
二
条
院
の
く
ら
み
の
御
と

　
　
き
宇
治
の
関
白
よ
を
し
ら
せ
た
ま
ひ
け
る
は
じ
あ
」
で
あ
り
、
そ
の
二
は

　
　
「
皇
太
后
の
と
き
め
か
せ
給
ふ
盛
り
に
さ
ぶ
ら
ひ
て
」
の
箇
所
で
あ
る
。
　
一

　
　
条
天
皇
の
御
在
世
中
、
政
治
を
と
り
行
っ
た
者
は
、
法
細
越
東
三
条
兼
家
、

　
　
中
関
白
道
隆
、
粟
田
関
白
道
兼
及
び
御
堂
関
白
の
四
人
の
み
で
、
宇
治
の
関

　
　
白
と
称
さ
れ
る
人
は
み
な
い
の
で
あ
る
。
又
、
皇
太
后
の
と
き
め
か
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

　
　
時
、
清
少
納
言
が
そ
こ
に
宮
仕
へ
し
た
事
が
あ
る
で
あ
ら
う
か
。
か
く
の
如

　
　
く
二
箇
所
に
亘
っ
て
本
文
に
疑
問
が
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
次
に
、
関
白
殿

　
　
う
せ
た
ま
ひ
と
あ
り
、
又
う
ち
の
お
と
ど
の
流
さ
れ
給
ひ
と
あ
る
（
鈴
木

　
　
注
、
後
節
に
見
え
る
。
）
の
で
、
こ
の
第
一
の
疑
問
点
宇
治
の
関
白
は
中
関

　
　
白
と
あ
る
べ
き
誤
記
と
推
考
せ
ら
れ
る
。
右
の
や
う
に
誤
記
さ
れ
る
に
至
つ

　
　
た
経
路
は
、
中
関
白
が
、
う
ち
の
関
白
と
よ
ま
れ
、
そ
れ
が
濁
点
を
も
ち
、

　
　
更
に
漢
字
を
以
て
宇
治
関
白
と
書
か
れ
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
は

　
　
れ
る
。
第
二
の
疑
問
点
皇
太
后
は
、
（
一
）
の
誤
記
が
生
じ
て
か
ら
、
宇
治
関

　
　
白
が
政
治
を
と
ら
れ
た
時
は
、
彰
子
が
既
に
皇
太
后
の
位
に
つ
か
れ
て
み
た

　
　
の
で
、
自
然
に
か
、
或
は
意
識
的
に
か
皇
后
と
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
太
の
字
の

　
　
補
入
が
行
は
れ
皇
太
后
と
意
識
的
に
改
め
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
　
（
一
一
七
・
一
一
八
頁
）

な
お
、
「
中
の
関
白
」
を
「
宇
治
の
関
白
」
と
す
る
誤
記
の
過
程
は
、
右
の
推
定

以
外
に
、
「
中
」
の
草
体
が
「
う
し
」
と
、
か
な
二
字
に
誤
記
さ
れ
る
可
能
性
も

考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
岸
上
博
士
は
、
右
に
引
続
き
、
檜
垣
画
集
、
大
和
物

語
に
見
え
る
檜
垣
の
御
の
説
話
、
後
撰
集
の
檜
垣
姻
の
歌
を
検
討
さ
れ
て
、
無
名

草
子
に
お
い
て
「
ひ
が
き
の
こ
」
（
檜
垣
の
御
）
と
句
点
で
切
っ
て
読
む
説
は
、

文
章
上
か
ら
考
え
て
不
当
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、

　
　
檜
垣
娼
集
に
よ
れ
ば
檜
垣
娼
と
清
少
納
言
の
父
の
元
輔
と
は
関
係
が
あ
る
や

　
　
う
な
記
事
が
最
も
主
要
点
で
も
あ
る
か
ら
、
清
少
納
言
が
檜
垣
姻
の
子
供
で

　
　
あ
る
と
云
ふ
伝
説
も
生
じ
て
こ
よ
う
か
ら
、
現
存
本
無
名
草
子
の
本
文
に
拠

　
　
る
か
ぎ
り
は
「
檜
垣
の
子
清
少
納
言
」
と
書
い
た
も
の
と
考
へ
る
の
が
一
番

　
　
穏
や
か
な
理
解
で
は
な
か
ら
う
か
。
（
中
略
）
元
功
が
遠
く
肥
後
国
へ
下
っ
た
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と
は
考
へ
ら
れ
な
い
時
期
に
清
少
納
言
は
生
れ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と

　
　
に
な
り
、
檜
垣
幅
の
子
供
と
は
如
何
に
し
て
も
考
へ
ら
れ
な
い
。
（
一
二
二
・

　
　
＝
三
二
頁
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
納
得
し
得
る
見
解
で
あ
り
、
今
は
伝
説
に
従

っ
て
「
ひ
が
き
の
こ
」
（
檜
垣
の
子
）
と
読
ん
で
お
く
。
ち
な
み
に
、
大
和
物
語

　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

に
「
檜
垣
の
御
」
、
後
撰
集
や
檜
垣
娼
集
に
「
檜
垣
の
嘔
」
と
あ
っ
て
、
無
名
草

子
で
は
「
檜
垣
」
と
す
る
が
、
「
御
」
は
婦
人
の
敬
称
、
「
娼
」
は
老
女
、
の
意

で
、
三
者
は
実
質
的
に
同
一
人
物
で
あ
る
。
肥
後
国
の
遊
女
と
い
う
説
も
あ
り
、

袋
草
紙
上
巻
（
日
本
歌
学
大
系
　
第
二
巻
所
収
）
に
、

　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
肥
後
国
遊
君
檜
垣
嘔
老
後
落
醜
者
也
。
（
中
略
）
守
何
ぞ
と
憂
け
れ
ば
名
高

　
　
　
む
　
　
む

　
　
き
檜
垣
也
と
人
の
云
ひ
け
る
に
、
（
五
二
頁
。
圏
点
筆
者
）

と
見
え
る
。

　
コ
条
院
」
は
、
主
と
し
て
本
朝
皇
胤
紹
運
録
に
よ
っ
て
略
記
す
る
と
、
円
融

院
の
皇
子
で
、
母
は
藤
原
三
家
の
二
女
、
東
三
条
院
詮
子
。
天
元
三
年
（
九
八

○
）
六
月
一
日
降
誕
。
永
観
二
年
（
九
八
四
）
八
月
二
十
七
日
、
五
歳
で
花
山
天

皇
の
皇
太
子
に
立
た
れ
、
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
七
月
二
十
二
日
目
七
歳
で
即
位

（
第
六
十
六
代
）
。
そ
の
後
、
寛
弘
八
年
（
一
〇
＝
）
六
月
十
三
日
、
三
十
二
歳

で
譲
位
、
同
月
十
九
日
に
出
家
（
法
名
は
精
進
覚
）
、
同
月
二
十
二
日
に
崩
御
さ

れ
た
。

　
「
中
の
関
白
」
す
な
わ
ち
藤
原
道
隆
の
露
呈
に
つ
い
て
は
、
公
卿
補
任
の
永
観

二
年
（
九
八
四
）
の
条
よ
り
正
暦
六
年
（
九
九
五
）
の
条
ま
で
の
注
記
に
よ
っ
て

略
記
す
る
と
、
道
隆
は
兼
家
の
長
男
で
、
母
は
従
四
位
上
摂
津
守
藤
原
中
正
の

女
。
天
暦
七
年
（
九
五
三
）
に
出
生
。
永
延
三
年
（
九
八
九
）
二
月
二
十
三
日
、

　
　
　
　
　
無
名
草
子
の
清
少
納
言
平
言
私
注

三
十
七
歳
で
内
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
、
永
柞
二
年
（
九
九
〇
）
五
月
八
日
、
三
十
八

歳
の
時
、
内
大
臣
の
ま
ま
関
白
、
同
月
二
十
六
日
、
摂
政
と
な
っ
た
が
、
正
暦
二

年
（
九
九
一
）
七
月
十
四
日
、
三
十
九
歳
で
内
大
臣
を
辞
す
。
正
暦
四
年
（
九
九

三
）
四
月
二
十
二
日
、
四
十
一
歳
で
摂
政
を
辞
し
て
関
白
と
な
り
、
長
徳
元
年

（
九
九
五
）
四
十
三
歳
の
時
、
病
を
得
て
、
四
月
三
日
、
関
白
を
辞
す
。
同
月
六

日
、
出
家
入
道
を
遂
げ
て
、
同
月
十
日
、
南
譜
第
に
お
い
て
莞
じ
た
。
し
た
が
っ

て
、
「
中
の
関
白
世
を
し
ら
せ
た
ま
ひ
け
る
は
じ
め
、
」
す
な
わ
ち
、
道
隆
が
政
権

を
握
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
初
あ
の
こ
ろ
、
と
い
え
ば
、
道
隆
が
関
白
と
な
っ
た

永
柞
二
年
（
九
九
〇
）
以
降
、
関
白
を
辞
し
た
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
ま
で
の
初

め
の
こ
ろ
、
つ
ま
り
正
暦
年
聞
（
九
九
〇
1
九
九
四
）
の
初
め
の
こ
ろ
、
の
意
と

な
る
。
「
し
ら
せ
」
の
「
し
ら
」
は
、
治
め
る
と
い
う
意
の
四
段
活
用
動
詞
「
し

る
」
の
未
然
形
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
「
皇
后
宮
」
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
一
条
天
皇
の
皇
后
定
子
で
あ
り
、
定
子
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
岸
上
博
士
が
前
掲
著
書
に
お
い
て
、
主
と
し
て
『
大
日
本
史

料
』
第
二
編
之
四
の
長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
）
十
二
月
十
六
日
の
定
子
崩
御
の
記

事
に
基
づ
き
、
詳
細
な
年
表
を
作
成
し
て
お
ら
れ
る
（
二
五
二
頁
－
二
五
九
頁
）

の
で
、
便
宜
上
そ
の
主
要
記
事
を
記
す
と
、
父
は
道
隆
、
母
は
高
階
成
忠
の
女
、

貴
子
。
貞
元
元
年
（
九
七
六
）
に
出
生
さ
れ
、
正
暦
元
年
（
九
九
〇
）
正
月
二
十

五
日
、
入
内
、
同
年
二
月
十
一
日
、
女
御
、
同
年
十
月
五
日
、
中
宮
、
長
保
二
年

（
一
〇
〇
〇
）
二
月
二
十
五
日
、
皇
后
と
な
ら
れ
て
、
同
年
十
二
月
十
六
日
、
二

十
五
歳
の
若
さ
で
崩
御
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
四
月
十
日
に

父
道
隆
が
塊
去
、
同
二
年
（
九
九
六
）
四
月
二
十
四
日
に
兄
弟
の
伊
周
・
隆
家
が

配
流
さ
れ
る
と
い
う
悲
し
む
べ
き
事
件
が
あ
り
、
さ
ら
に
長
保
元
年
（
九
九
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



　
　
　
　
　
無
名
草
子
の
清
少
納
．
．
．
目
評
言
私
注

十
一
月
一
日
に
道
長
の
女
彰
子
が
入
内
し
て
同
月
七
日
に
は
女
御
と
な
る
と
い
う

事
態
も
生
じ
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
皇
后
宮
の
時
め
か
せ
た
ま
ふ
盛
り
」
す
な
わ

ち
、
中
宮
定
子
が
一
条
天
皇
の
御
寵
愛
を
一
身
に
集
め
て
お
ら
れ
る
栄
華
の
盛
り

の
時
、
と
い
え
ば
、
ま
ず
正
暦
年
間
（
九
九
〇
1
九
九
四
）
を
さ
す
と
見
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

　
「
さ
ぶ
ら
ひ
た
ま
ひ
て
、
」
は
「
清
少
納
言
は
、
」
に
対
す
る
述
語
で
、
お
仕
え

に
な
っ
て
、
の
意
。
と
こ
ろ
で
、
清
少
納
言
が
定
子
の
も
と
に
宮
仕
え
に
上
っ
た

年
代
に
つ
い
て
は
、
最
も
代
表
的
な
研
究
と
し
て
、
岸
上
博
士
の
前
掲
著
書
所
収

「
清
少
納
言
の
宮
仕
に
つ
い
て
」
や
田
中
重
太
郎
先
生
著
『
枕
冊
子
研
究
』
所
収

「
清
少
納
言
宮
仕
年
代
考
」
な
ど
に
、
旧
説
や
詳
細
な
考
証
が
見
ら
れ
、
そ
れ
に

よ
る
と
、
大
体
、
正
暦
元
年
（
九
九
〇
）
冬
、
同
二
年
（
九
九
一
）
冬
、
同
三
年

（
九
九
二
）
二
月
、
同
三
年
（
九
九
二
）
、
同
四
年
（
九
九
三
）
冬
、
そ
の
他
、

な
ど
多
く
の
異
説
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
批
判
さ
れ
た
上
で
、
岸
上
博
士
は
正
．
暦

四
年
（
九
九
三
）
初
冬
説
を
主
張
さ
れ
、
田
中
先
生
は
、

　
　
清
少
納
言
枕
冊
子
を
資
料
と
し
て
、
そ
の
作
者
の
初
宮
仕
年
時
を
考
へ
る

　
　
時
、
も
っ
と
も
抵
触
の
少
い
の
は
、
正
暦
四
年
初
春
で
あ
り
、
著
者
は
こ
れ

　
　
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
正
暦
元
年
（
永
柞
二
年
）
一
、
二
月
説
、
正

　
　
暦
三
年
二
月
説
も
あ
る
い
は
か
な
ら
ず
し
も
し
り
ぞ
け
る
こ
と
の
で
き
な
い

　
　
理
由
が
あ
る
や
う
に
も
思
は
れ
る
。
し
か
し
、
従
来
唱
へ
ら
れ
て
来
た
正
暦

　
　
元
年
冬
鳥
、
同
二
年
冬
（
十
二
月
）
説
、
同
三
年
冬
（
少
く
と
も
春
に
は
な

　
　
は
だ
近
く
で
な
い
頃
）
説
、
同
四
年
冬
説
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
い
く
つ
か
の

　
　
条
件
に
よ
り
、
ま
つ
従
ふ
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
（
八
○
頁
）

と
結
論
さ
れ
た
。
こ
の
両
者
の
説
は
、
冬
と
春
の
相
違
は
あ
っ
て
も
、
正
．
暦
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

（
九
九
三
）
と
い
う
年
は
共
通
し
、
し
か
も
、
田
中
先
生
説
に
よ
れ
ば
、
正
暦
元

年
（
九
九
〇
）
　
一
、
二
月
、
正
暦
三
年
目
九
九
二
）
二
月
も
一
応
、
捨
て
切
れ
な

い
由
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
皇
后
宮
の
と
き
め
か
せ
た
ま
ふ
盛
り
に
さ
ぶ
ら

ひ
て
、
」
は
、
史
実
の
通
り
で
あ
る
が
、
正
暦
四
年
（
九
九
三
）
宮
仕
え
説
に
従

う
と
、
「
中
の
関
白
世
を
し
ら
せ
た
ま
ひ
け
る
は
じ
め
、
」
の
「
は
じ
め
」
と
は
や

や
矛
盾
す
る
感
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
「
は
じ
め
」
と
は
、
前
述
の
通
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　

「
正
暦
年
間
（
九
九
〇
一
九
九
四
）
の
初
め
の
こ
ろ
」
の
意
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
田
中
先
生
説
の
正
暦
元
年
（
九
九
〇
）
一
、
二
月
や
正
暦
三
年

（
九
九
二
）
二
月
宮
仕
え
説
も
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
を
考
慮
す
る
と
先
の
矛
盾
も

解
消
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
選
り
に
こ
の
宮
仕
え
年
代
を
取
り
上
げ
な
く
て
も
、

清
少
納
言
の
母
を
、
事
実
と
相
違
し
て
単
純
に
檜
垣
の
御
で
あ
る
な
ど
と
誤
記
し

た
り
、
後
文
に
、
清
少
納
言
の
晩
年
に
お
け
る
流
浪
伝
説
を
事
実
の
ご
と
く
記
し
　
0
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

た
り
す
る
ほ
ど
の
無
名
草
子
作
者
で
あ
る
か
ら
、
道
隆
の
出
世
の
初
め
と
も
い
い

得
る
永
詐
二
年
（
九
九
〇
。
十
一
月
、
改
元
さ
れ
て
正
暦
元
年
）
あ
た
り
を
念
頭

に
お
い
た
結
果
、
宮
仕
え
年
代
の
史
実
な
ど
は
無
視
し
て
、
た
だ
漠
然
と
「
は
じ

め
」
と
い
う
語
を
使
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
あ
る
い
は
、

当
時
、
永
詐
二
年
（
九
九
〇
）
・
正
暦
三
年
（
九
九
二
）
の
こ
ろ
と
い
う
言
い
伝

え
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
依
拠
し
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
。

　
「
人
よ
り
聖
な
る
も
の
」
は
、
他
の
女
房
た
ち
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
も
の
、
の

意
。
「
お
ぼ
し
め
さ
れ
た
り
け
る
」
は
、
次
の
二
つ
の
場
合
が
考
え
ら
れ
、
諸
注

は
④
を
取
っ
て
い
る
。

　
　
④
「
れ
」
を
受
身
の
助
動
詞
「
る
」
の
連
用
形
と
見
て
、
清
少
納
言
が
中
宮

　
　
　
定
子
か
ら
お
思
い
に
な
ら
れ
て
い
た
、
と
解
す
る
。



　
　
⑧
「
れ
」
を
尊
敬
の
助
動
詞
「
る
」
の
連
用
形
と
見
て
、
中
宮
定
子
が
お
思

　
　
　
い
に
な
っ
て
い
た
、
と
解
す
る
。

今
、
試
み
に
、
無
名
草
子
に
お
け
る
「
お
ぼ
し
め
さ
る
」
の
用
例
を
探
る
と
次
の

ご
と
く
で
あ
る
（
圏
点
筆
者
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　

　
　
ω
人
人
し
く
そ
の
も
の
な
ど
語
り
き
こ
え
む
聞
き
ど
こ
ろ
あ
り
と
お
ぼ
し
め

　
　
　
　
　
　

　
　
　
さ
る
べ
き
も
の
に
も
は
べ
ら
ず
。
（
五
頁
）

　
　
②
た
だ
年
の
積
り
に
は
あ
は
れ
に
も
を
か
し
く
も
め
づ
ら
し
く
も
さ
ま
ざ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
お
ぼ
し
め
さ
れ
ぬ
べ
き
こ
と
を
聞
き
つ
め
て
は
べ
り
し
か
ど
、
（
五
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　

　
　
㈲
さ
ば
か
り
お
ぼ
し
め
さ
れ
た
り
し
春
宮
に
は
さ
ぶ
ら
ひ
た
ま
は
ず
、
（
六

　
　
　
二
頁
）

　
　
ゆ
の
ち
に
御
覧
じ
け
む
帝
の
御
心
地
、
ま
こ
と
に
い
か
ば
か
り
か
は
あ
は
れ

　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
に
お
ぼ
し
め
さ
れ
け
む
。
（
九
〇
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
ら
の
中
で
、
②
四
の
「
お
ぼ
し
め
さ
れ
」
の
「
れ
」
は
尊
敬
の
意
を
表
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

す
が
、
ω
の
「
お
ぼ
し
め
さ
る
」
の
「
る
」
と
、
③
の
「
お
ぼ
し
め
さ
れ
」

の
「
れ
」
は
、
一
応
、
尊
敬
の
意
と
取
れ
る
が
、
受
身
の
意
と
も
考
え
ら
れ
な
い

で
も
な
い
。
し
か
し
、
②
の
文
は
ω
に
直
結
す
る
か
ら
、
②
の
「
お
ぼ
し
め
さ

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

れ
」
の
「
れ
」
が
尊
敬
の
意
で
あ
れ
ば
、
ω
の
「
お
ぼ
し
め
さ
る
」
の
「
る
」
も

必
然
的
に
尊
敬
の
意
と
取
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
か
く
て
、
無
名
草
子
の

「
お
ぼ
し
め
さ
る
」
は
、
「
お
ぼ
し
め
さ
」
プ
ラ
ス
「
る
」
の
二
重
尊
敬
語
と
考
え

る
べ
き
用
例
の
方
が
「
お
ぼ
し
め
さ
」
プ
ラ
ス
受
身
の
「
る
」
と
考
え
る
べ
き
用

例
よ
り
も
や
や
数
が
多
い
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
だ
数
が
多
い
と
い

う
理
由
だ
け
で
、
た
だ
ち
に
④
よ
り
も
⑧
の
方
が
正
鵠
を
得
て
い
る
と
は
い
い
が

た
く
、
結
局
、
④
⑧
は
両
者
と
も
誤
り
で
は
な
い
と
見
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い

　
　
　
　
　
無
名
草
子
の
清
少
納
言
評
言
私
注

か
。　

「
枕
草
子
と
い
ふ
も
の
に
み
つ
か
ら
書
き
あ
ら
は
し
て
は
べ
る
め
れ
ば
、
」
と
い

う
実
例
は
多
数
あ
げ
ら
れ
る
が
、
『
無
名
草
子
評
解
』
に
、
「
第
七
十
六
段
・
第
八

十
七
段
・
第
八
十
八
段
・
第
百
六
十
三
段
・
第
二
百
三
十
五
段
・
第
二
百
三
十
九

段
（
春
曙
抄
本
に
よ
る
）
な
ど
に
見
え
る
。
」
（
二
七
三
・
二
七
四
頁
）
と
あ
る
の

で
、
便
宜
上
、
こ
れ
ら
の
章
段
（
岩
波
文
庫
本
『
枕
草
子
』
〔
池
田
亀
鑑
博
士
校

訂
〕
）
の
本
文
冒
頭
を
掲
げ
て
、
日
本
古
典
全
書
本
『
枕
冊
子
』
（
田
中
重
太
郎
先

生
校
註
）
に
置
き
替
え
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
し
き
　
　
み
　
ざ
う
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ろ

　
　
第
七
十
六
段
1
1
職
の
御
曹
司
に
お
は
し
ま
す
頃
、
↓
八
十
三
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
う
じ

　
　
第
八
十
七
段
1
1
五
月
の
御
精
進
の
ほ
ど
、
↓
九
十
五
段

　
　
第
八
十
八
段
n
御
か
た
み
＼
、
君
達
、
う
へ
人
な
ど
↓
九
十
七
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
じ
　
　
　
　
ま
み

　
　
第
百
六
十
三
段
1
1
宮
に
初
め
て
参
り
た
る
頃
、
↓
百
七
十
九
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
た

　
　
第
二
百
三
十
五
段
1
1
男
こ
そ
猶
い
と
有
難
く
、
↓
二
百
五
十
二
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
れ

　
　
第
二
百
三
十
九
段
1
1
嬉
し
き
物
。
↓
二
百
六
十
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
す
け

　
　
○
歌
よ
み
の
か
た
こ
そ
元
輔
が
女
に
て
、
さ
ば
か
り
な
り
け
る
ほ
ど
よ
り
は

　
　
　
す
ぐ
れ
ざ
り
け
る
と
か
や
と
お
ぼ
ゆ
る
。
後
拾
遺
な
ど
に
も
む
げ
に
す
く

　
　
　
な
う
入
り
て
は
べ
る
め
り
。
み
つ
か
ら
も
思
ひ
知
り
て
、
申
し
こ
ひ
て
、

　
　
　
さ
や
う
の
こ
と
に
は
ま
じ
り
は
べ
ら
ざ
り
け
る
に
や
。
さ
ら
で
は
い
と
い

　
　
　
み
じ
か
り
け
る
も
の
に
こ
そ
あ
れ
。
（
八
○
頁
）

　
「
歌
よ
み
の
か
た
」
は
、
和
歌
を
詠
む
と
い
う
方
面
、
の
意
。
次
の
「
こ
そ
」

は
、
文
末
の
「
お
ぼ
ゆ
る
」
で
結
ば
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
「
お
ぼ
ゆ
る
」
は
連

体
形
で
あ
る
か
ら
、
正
し
く
は
「
お
ぽ
ゆ
れ
」
と
已
然
形
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二
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無
名
草
子
の
清
少
納
言
評
言
私
注

　
　
　
　
　
も
と
す
け

ろ
で
あ
る
。
「
元
輔
」
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
「
清
原
元
輔
」
の
こ
と
で
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
前
述
の
通
り
、
岸
上
博
士
の
前
掲
著
書
や
『
日
本
古
典
文
学
大
辞

典
』
第
二
巻
の
「
清
原
元
輔
」
の
項
（
岸
上
博
士
担
当
）
な
ど
に
詳
述
さ
れ
て

い
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
略
記
し
て
お
こ
う
。
元
輔
は
歌
人
清
原
深
養
父
の

孫
（
あ
る
い
は
子
）
で
、
永
詐
二
年
（
九
九
〇
）
六
月
没
。
八
十
三
歳
。
天
暦
五

年
（
九
五
一
）
十
月
、
梨
壷
で
大
中
臣
能
宣
・
源
順
・
紀
時
文
・
坂
上
望
城
た
ち

梨
壷
の
五
人
の
一
人
と
し
て
、
後
撰
集
の
撰
集
と
万
葉
集
の
訓
読
に
従
う
。
家
集

に
元
輔
集
が
あ
り
、
三
十
六
歌
仙
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
清
少
納
言
は
、
右
の
よ

う
に
当
代
歌
壇
の
巨
匠
で
あ
る
人
を
父
と
し
て
持
ち
な
が
ら
、
歌
を
詠
む
こ
と
に

つ
い
て
は
す
ぐ
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
が
「
さ
ば
か
り
」
以
下
の
要
旨

で
、
「
さ
ば
か
り
な
り
け
る
」
は
、
父
元
旦
が
そ
れ
ほ
ど
の
有
名
歌
人
で
あ
っ
た
、

の
意
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
後
拾
遺
」
は
、
第
四
番
目
の
勅
撰
集
、
後
拾
遺
和
歌

集
二
十
巻
で
、
撰
者
は
藤
原
通
俊
。
応
徳
三
年
（
一
〇
八
六
）
に
奏
覧
さ
れ
た
。

「
後
拾
遺
な
ど
に
も
む
げ
に
す
く
な
う
入
り
て
は
べ
る
め
り
。
」
と
は
、
和
歌
を
詠

む
と
い
う
方
面
で
は
す
ぐ
れ
て
い
な
か
っ
た
清
少
納
言
の
歌
は
、
後
拾
遺
集
な
ど

に
も
ひ
ど
く
少
な
く
入
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
の
意
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
後
拾

遺
集
に
入
っ
て
い
る
清
少
納
言
の
歌
数
に
つ
い
て
は
、
国
学
院
校
訂
『
磁
橘
翻
彌

勅
撰
作
者
部
類
』
『
新
修
作
者
部
類
』
（
校
註
国
歌
大
系
　
第
二
十
三
巻
所
収
）

『
勅
撰
作
者
部
類
』
（
山
岸
徳
平
博
士
編
『
八
代
集
全
山
』
第
三
巻
所
収
）
な
ど
に

よ
っ
て
た
だ
ち
に
検
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
い
ず
れ
も
恋

二
に
一
首
、
雑
二
に
一
首
、
雑
五
に
一
首
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
、

直
接
に
後
拾
遺
集
（
講
談
社
学
術
文
庫
本
〔
藤
本
一
恵
博
士
全
訳
注
〕
）
に
当
た

る
と
、
次
の
二
首
し
か
入
集
さ
れ
て
い
な
い
　
（
同
本
所
収
「
作
者
索
引
」
、
岩
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

文
庫
本
〔
西
下
経
一
博
士
校
訂
〕
所
収
「
作
者
別
索
引
」
に
も
二
首
し
か
記
さ
れ

て
い
な
い
。
）
。
す
な
わ
ち
雑
具
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
き
な
り

　
　
　
　
　
大
納
言
行
成
、
物
語
な
ど
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ち
　
　
　
　
も
の
い
み

　
　
　
　
　
侍
り
け
る
に
、
内
の
御
物
忌

　
　
　
　
　
に
こ
も
れ
ば
と
て
い
そ
ぎ
帰

　
　
　
　
　
り
て
つ
と
め
て
、
鳥
の
声
に

　
　
　
　
　
も
よ
ほ
さ
れ
て
と
い
ひ
お
こ

　
　
　
　
　
せ
て
侍
り
け
れ
ば
、
夜
ふ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
こ
く

　
　
　
　
　
か
り
け
る
鳥
の
声
は
、
函
谷

　
　
　
　
　
く
わ
ん

　
　
　
　
　
関
の
こ
と
に
や
と
い
ひ
に
つ

　
　
　
　
　
か
は
し
た
り
け
る
を
、
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ふ
さ
か

　
　
　
　
　
か
へ
り
、
こ
れ
は
逢
坂
の
関

　
　
　
　
　
に
侍
り
と
あ
れ
ば
よ
み
侍
り

　
　
　
　
　
け
る
　
　
　
　
　
　
　
清
少
納
言

　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ふ
さ
か

　
　
脚
　
夜
を
こ
め
て
鳥
の
そ
ら
ね
は
は
か
る
と
も
よ
に
逢
坂
の
関
は
ゆ
る
さ
じ

と
あ
り
、
雑
五
に
は
、

　
　
　
　
　
む
つ
の
か
み
の
り
み
つ
　
　

う
ど

　
　
　
　
　
陸
奥
守
則
光
、
く
ら
人
に
て

　
　
　
　
　
侍
り
け
る
時
、
い
も
せ
な
ど

　
　
　
　
　
い
ひ
つ
け
て
、
か
た
ら
ひ
侍

　
　
　
　
　
り
け
る
に
、
里
へ
出
で
た
ら

　
　
　
　
　
ん
ほ
ど
に
、
人
々
た
つ
ね
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
に
あ
り
か
な
告
げ
そ
と
い
ひ

　
　
　
　
　
て
里
に
ま
か
り
い
で
侍
り
け
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せ
　
う
と

　
　
　
　
　
る
を
、
人
々
せ
め
て
兄
人
な

　
　
　
　
　
れ
ば
知
る
ら
ん
と
あ
る
は
い

　
　
　
　
　
か
が
す
べ
き
と
い
ひ
お
こ
せ

　
　
　
　
　
て
侍
り
け
る
返
り
ご
と
に
、

　
　
　
　
　
め

　
　
　
　
　
布
を
つ
つ
み
て
っ
か
は
し
た

　
　
　
　
　
り
け
れ
ば
、
則
光
心
も
得
で
、

　
　
　
　
　
い
か
に
せ
よ
と
あ
る
ぞ
と
、

　
　
　
　
　
ま
う
で
き
て
問
ひ
侍
り
け
れ

　
　
　
　
　
ば
よ
め
る
　
　
　
　
　
清
少
納
言

　
　
螂
　
か
づ
き
す
る
あ
ま
の
あ
り
か
を
そ
こ
な
り
と
ゆ
め
い
ふ
な
と
や
め
を
く

　
　
　
　
は
せ
け
ん

と
見
え
る
。
『
勅
撰
作
者
部
類
』
な
ど
に
、
三
二
に
一
首
と
記
す
の
は
、
お
そ
ら

く
、　

　
　
　
　
清
少
納
言
、
人
に
は
し
ら
せ

　
　
　
　
　
で
た
え
ぬ
中
に
て
侍
り
け
る

　
　
　
　
　
に
、
久
し
う
音
つ
れ
侍
ら
ざ

　
　
　
　
　
り
け
れ
ば
、
よ
そ
よ
そ
に
て

　
　
　
　
　
物
な
ど
い
ひ
侍
り
け
る
、
女

　
　
　
　
　
さ
し
ょ
り
て
、
忘
れ
に
け
り

　
　
　
　
　
な
ど
い
ひ
侍
り
け
れ
ば
よ
め

　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ぶ
り

　
　
㎜
　
わ
す
れ
ず
よ
又
わ
す
れ
ず
よ
か
は
ら
や
の
し
た
た
く
煙
し
た
む
せ
び
つ

　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
無
名
草
子
の
清
少
納
言
評
言
私
注

の
詞
書
に
「
清
少
納
言
」
と
あ
る
た
め
に
、
実
際
の
詠
者
が
一
首
前
の
鵬
番
の
詠

者
、
藤
原
実
方
朝
臣
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
で
、
つ
い
清
少
納
言
の
歌
と
し

て
数
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
『
古
代
中
世
芸
術
論
』
を
除

く
諸
注
は
、
い
ず
れ
も
「
計
三
首
入
集
」
と
説
い
て
い
る
が
、
恋
二
に
も
一
首
と

誤
記
し
て
い
る
『
勅
撰
作
者
部
類
』
な
ど
と
と
も
に
、
「
計
二
首
入
門
」
の
よ
う

に
訂
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
拾
遺
集
に
は
、
和
泉
式
部
の
歌
六
七
首
を

最
高
と
し
て
、
　
相
模
の
歌
四
〇
首
、
赤
染
衛
門
の
歌
三
二
首
、
能
因
の
歌
＝
二

首
、
伊
勢
大
輔
の
歌
二
七
首
、
な
ど
が
入
集
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
ら
と
比
較

し
て
、
清
少
納
言
の
歌
二
首
と
い
う
の
は
あ
ま
り
に
も
数
少
な
く
、
ま
さ
し
く
無

名
草
子
に
記
す
通
り
「
後
拾
遺
な
ど
に
も
む
げ
に
す
く
な
う
」
入
集
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
何
故
に
わ
ざ
わ
ざ
こ
こ
に
「
後
拾
遺
」
が
取
り
あ
げ
ら

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
い
さ
さ
か
考
え
て
お
き
た
い
。
そ
れ
に
は
清
少
納
言
の
現
　
　
0
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

存
詠
歌
数
、
後
拾
遺
集
の
特
色
、
無
名
草
子
の
後
拾
遺
集
観
、
な
ど
を
考
慮
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
清
少
納
言
の
現
存
詠
歌
数
に
つ
い
て
は
、
田
中
重
太
郎
先
生
の
「

清
少
納
言
の
歌
」
（
『
清
少
納
言
枕
冊
子
研
究
』
所
収
）
に
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い

て
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
約
六
二
首
で
あ
っ
て
、
後
拾
遺
集
が
清
少
納
言
の
歌
の
採

ら
れ
て
い
る
歌
集
の
最
初
の
勅
撰
集
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
な
お
、
こ
の
御
論

文
を
拝
見
し
て
、
右
の
後
拾
遺
集
恋
二
〔
七
〇
七
）
の
一
首
が
清
少
納
言
に
あ
ら

ざ
る
藤
原
実
方
の
詠
歌
な
る
こ
と
を
す
で
に
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
て

驚
く
と
と
も
に
、
今
さ
ら
な
が
ら
田
中
先
生
の
御
慧
眼
に
対
し
て
敬
服
す
る
次
第

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
述
の
く
だ
く
だ
し
い
愚
考
は
、
も
早
や
不
要
の
感
が

な
い
で
も
な
い
が
、
無
名
草
子
の
害
鳥
を
記
す
に
あ
た
り
、
念
の
た
め
に
、
よ
り

詳
細
に
言
及
し
た
ま
で
で
あ
る
。
）
。
次
に
、
後
拾
遺
集
の
一
特
色
を
表
わ
す
選
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



　
　
　
　
　
無
名
草
子
の
清
少
納
言
評
言
私
注

範
囲
に
つ
い
て
、
岩
波
文
庫
本
の
西
下
経
一
博
士
に
よ
る
「
解
題
」
に
、

　
　
本
集
は
拾
遺
集
に
洩
れ
た
中
頃
の
を
か
し
き
歌
を
集
め
た
も
の
で
、
其
の
年

　
　
代
は
天
暦
の
末
か
ら
当
時
に
至
る
十
一
代
百
三
十
年
間
で
あ
る
。
古
今
・
後

　
　
撰
両
々
の
作
者
は
除
い
て
梨
壷
の
五
人
か
ら
始
め
、
当
時
の
新
歌
人
を
多
く

　
　
収
め
、
尊
耳
卑
目
の
弊
に
陥
ら
ぬ
や
う
に
力
め
た
と
序
文
に
記
し
て
み
る
。

　
　
（
三
頁
）

と
あ
り
、
し
か
も
「
中
頃
」
の
一
流
歌
人
は
む
し
ろ
女
流
歌
人
で
あ
っ
て
、
後
拾

遺
平
入
集
全
歌
人
三
二
〇
余
名
の
う
ち
約
九
〇
名
が
女
性
で
あ
る
。
ま
た
、
無
名

草
子
に
は
後
拾
遺
集
に
触
れ
て
い
る
箇
所
が
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　
後
拾
遺
、
よ
き
歌
ど
も
は
べ
る
め
り
。
『
古
き
集
ど
も
よ
り
は
よ
し
。
』
な
ど

　
　
申
す
人
人
は
べ
れ
ど
、
古
今
の
ま
ね
は
い
か
で
か
し
は
べ
ら
む
。
（
七
四
頁
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
無
名
草
子
作
者
は
古
今
集
を
高
く
評
価
し
て
い
る
も
の
の
、
後

拾
遺
集
の
価
値
を
も
十
分
に
認
め
て
い
る
こ
と
が
首
肯
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く

て
、
後
拾
遺
集
は
、
清
少
納
言
の
歌
の
採
ら
れ
て
い
る
歌
集
の
最
初
の
勅
撰
集
で

あ
っ
て
、
女
流
歌
人
の
入
汐
歌
も
多
く
、
無
名
草
子
作
者
か
ら
も
そ
の
価
値
を
認

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
こ
に
「
後
拾
遺
な
ど
に
も
」
と
し
て
取
り
あ

げ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
み
つ
か
ら
も
思
ひ
知
り
て
、
」
は
、
清
少
納
言
は
自
分
自
身
で
も
、
歌
の
才
能

に
乏
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
よ
く
自
覚
し
て
い
て
、
の
意
で
、
た
と
え
ば
、
日

本
古
典
全
書
本
『
枕
冊
子
』
（
田
中
重
太
郎
先
生
校
註
。
以
下
、
枕
草
子
は
本
書

を
使
用
す
る
。
）
の
百
五
十
三
段
「
う
ら
や
ま
し
げ
な
る
も
の
」
の
段
に
、

　
　
手
よ
く
書
き
、
歌
よ
く
詠
み
て
、
も
の
の
を
り
ご
と
に
も
ま
つ
取
り
出
で
ら

　
　
る
る
、
う
ら
や
ま
し
。
（
二
六
九
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

と
あ
っ
て
、
歌
に
堪
能
な
人
を
羨
ん
で
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
と

り
も
直
さ
ず
彼
女
自
身
、
歌
に
堪
能
で
な
か
っ
た
こ
と
を
自
認
し
て
い
た
こ
と
で

も
あ
ろ
う
。

　
「
申
し
こ
ひ
て
、
さ
や
う
の
こ
と
に
は
ま
じ
り
は
べ
ら
ざ
り
け
る
に
や
。
」
は
、

中
宮
に
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
そ
う
い
う
歌
を
詠
む
べ
き
こ
と
に
は
か
か
わ
ら
な

か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。
の
意
で
、
「
に
や
」
の
次
に
「
あ
ら
む
」
が

省
略
さ
れ
て
い
る
。
「
申
し
こ
ひ
て
、
」
は
、
中
宮
に
「
申
し
こ
ひ
て
、
」
の
意
で

あ
っ
て
、
新
潮
日
本
古
典
集
成
本
に
「
〔
人
々
に
〕
お
願
い
し
」
（
一
一
〇
頁
）
と

あ
る
の
は
、
『
無
名
草
子
評
解
』
（
二
七
四
・
二
七
五
頁
）
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
つ
き

み
さ
う
じ

『
枕
冊
子
』
九
十
五
段
「
五
月
の
御
精
進
の
ほ
ど
、
」
の
段
に
見
え
る
文
か
ら
考
え

て
妥
当
で
な
く
、
ま
た
、
こ
の
文
に
は
、
清
少
納
言
が
詠
歌
を
敬
遠
し
、
中
宮
か

ら
「
今
後
、
歌
を
よ
め
と
い
う
ま
い
」
と
い
わ
れ
て
安
心
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
　
　
鵬

い
る
か
ら
、
無
名
草
子
作
者
の
「
に
や
」
と
い
う
推
量
は
当
た
っ
て
い
る
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
。
「
さ
ら
で
は
い
と
い
み
じ
か
り
け
る
も
の
に
こ
そ
あ
れ
。
」
は
、
そ

う
で
な
く
て
は
、
あ
れ
ほ
ど
の
名
歌
人
の
娘
と
し
て
は
、
後
拾
遺
集
入
集
歌
の
数

が
あ
ま
り
に
も
少
な
す
ぎ
た
も
の
で
あ
る
。
の
意
で
、
「
い
み
じ
か
り
け
る
」
は

「
い
み
じ
く
少
な
か
り
け
る
」
の
こ
と
で
あ
る
。

○
そ
の
枕
草
子
こ
そ
心
の
ほ
ど
見
え
て
、
い
と
を
か
し
う
は
べ
れ
。
さ
ば
か

　
り
を
か
し
く
も
、
あ
は
れ
に
も
、
い
み
じ
く
も
、
め
で
た
く
も
あ
る
こ
と

　
ど
も
、
残
ら
ず
書
き
し
る
し
た
る
中
に
、
宮
の
め
で
た
く
さ
か
り
に
と
き

　
め
か
せ
た
ま
ひ
し
こ
と
ば
か
り
を
、
身
の
毛
も
立
つ
ば
か
り
書
き
出
で
て

　
（
八
○
・
八
一
頁
）



　
「
心
の
ほ
ど
」
は
、
清
少
納
言
の
心
情
の
程
度
の
こ
と
。
「
を
か
し
う
は
べ
れ
。
」

は
、
興
味
深
い
も
の
で
す
。
の
意
。
枕
草
子
が
「
を
か
し
」
を
基
調
と
す
る
文
学

作
品
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
、
無
名
草
子
作
者
も
同
様
に
評
価
し
て
い
る

わ
け
で
あ
る
。
「
さ
ば
か
り
…
…
書
き
し
る
し
た
る
中
に
、
」
は
、
あ
れ
ほ
ど
興
味

深
く
も
あ
り
、
し
み
じ
み
と
し
た
お
も
む
き
も
あ
り
、
す
ば
ら
し
く
も
あ
り
、
美

し
く
も
あ
る
こ
と
こ
と
を
、
残
ら
ず
書
き
記
し
て
い
る
中
に
、
の
意
。
枕
草
子
に

見
え
る
形
容
詞
「
を
か
し
」
「
い
み
じ
」
「
め
で
た
し
」
な
ど
の
用
例
数
に
つ
い
て

は
、
田
中
先
生
著
『
清
少
納
言
枕
冊
子
研
究
』
所
収
「
枕
冊
子
（
能
聖
上
・
三
巻

本
）
形
容
詞
一
覧
表
」
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
を
か
し
」
は
能
事
本
に

四
三
九
用
例
、
三
巻
本
に
四
一
九
用
例
あ
り
、
い
ず
れ
も
順
位
1
、
「
い
み
じ
」

は
能
軍
側
に
三
二
〇
用
例
、
三
巻
本
に
三
二
三
用
例
あ
り
、
い
ず
れ
も
順
位
2
、

「
め
で
た
し
」
は
能
因
本
に
一
二
九
用
例
、
三
巻
本
に
一
四
一
用
例
あ
り
、
い
ず

れ
も
順
位
5
、
と
な
っ
て
い
る
が
、
特
に
「
を
か
し
」
に
つ
い
て
は
、
田
中
先
生

は
、　

　
こ
の
冊
子
の
形
容
詞
の
用
例
数
は
、
（
中
略
）
か
り
に
こ
れ
を
約
三
千
五
百

　
　
例
と
み
て
も
、
そ
の
約
十
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
「
を
か
し
」
の
位
置

　
　
は
、
あ
ま
り
に
も
強
大
で
あ
る
。
（
二
八
四
頁
）

と
説
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
計
算
に
従
う
な
ら
ば
、
「
い
み
じ
」
は
約
九
パ

ー
セ
ン
ト
、
「
め
で
た
し
」
は
、
約
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
た

だ
、
「
あ
は
れ
に
」
は
形
容
動
詞
で
あ
る
か
ら
、
す
ぐ
に
は
統
計
的
処
理
が
で
き

な
い
が
、
田
中
先
生
編
著
『
校
本
枕
冊
子
　
総
導
引
第
】
部
』
に
よ
っ
て
「
あ
は

れ
な
り
」
の
用
例
数
を
調
査
す
る
と
、
六
八
用
例
あ
り
、
こ
れ
も
決
し
て
少
く
は

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
無
名
草
子
作
者
の
枕
草
子
観
は
き
わ
め
て
妥
当
と
評
す
る

　
　
　
　
　
無
名
草
子
の
清
少
納
言
評
言
私
注

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
宮
の
め
で
た
く
さ
か
り
に
…
…
書
き
出
で
て
、
」
は
、
中
宮
定
子
が
立
派
に
栄

え
て
一
条
天
皇
の
御
寵
愛
を
受
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
ば
か
り
を
、
身
の
毛

も
立
つ
ぼ
ど
に
恐
ろ
し
く
て
ぞ
っ
と
す
る
く
ら
い
に
ま
ざ
ま
ざ
と
書
き
出
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
の
意
。
「
宮
」
は
先
の
「
皇
后
宮
」
で
、
中
宮
定
子
を
さ

す
。
前
述
の
ご
と
く
、
中
宮
定
子
が
一
条
天
皇
の
御
寵
愛
を
受
け
て
い
ら
っ
し
ゃ

っ
た
栄
華
の
盛
り
の
時
と
は
、
大
体
、
正
暦
年
間
（
九
九
〇
1
九
九
四
）
で
、
そ

の
間
の
こ
と
を
枕
草
子
に
「
身
の
毛
も
立
つ
ば
か
り
書
」
き
出
で
た
る
章
段
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
げ
い
さ
　
と
う
ぐ
う

は
、
た
と
え
ば
百
段
「
淑
身
舎
、
春
宮
に
ま
み
り
た
ま
ふ
ほ
ど
の
こ
と
な
ど
、
」
の

段
、
百
七
十
九
段
「
宮
に
は
じ
め
て
ま
み
り
た
る
こ
ろ
、
」
の
段
、
二
百
六
十
二

　
　
　
　
ど
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
こ
　
　
　
　
さ
く
ぜ
ん
じ
　
　
　
　
　
　
み
　
だ
う

段
「
関
白
殿
、
二
月
二
十
一
日
に
法
寺
院
の
積
善
寺
と
い
ふ
御
堂
に
て
」
の
段
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
日
本
古
典
全
書
本
『
枕
冊
子
』
所
収
「
年
表
」
に
よ
る
と
、

百
段
は
、
長
徳
元
年
（
九
九
五
。
二
月
二
十
二
日
改
元
）
二
月
十
七
・
十
八
日
の

記
事
で
、
十
八
日
に
は
、
中
宮
定
子
が
東
宮
女
御
原
子
と
登
華
殿
で
対
面
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
に
は
、
中
宮
定
子
を
讃
嘆
す
る
場
面
と
し
て
、

　
　
囚
〔
中
宮
サ
マ
ハ
〕
た
だ
い
と
ぞ
め
で
た
く
見
え
さ
せ
た
ま
ふ
。
　
〔
中
宮
サ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ

　
　
　
ガ
〕
た
て
ま
つ
る
御
衣
の
色
ご
と
に
、
や
が
て
御
か
た
ち
の
に
ほ
ひ
あ
は

　
　
　
せ
た
ま
ふ
ぞ
、
な
ほ
こ
と
よ
き
人
（
淑
景
舎
）
も
か
う
や
は
お
は
し
ま
す

　
　
　
ら
む
と
そ
ゆ
か
し
き
。
（
二
一
〇
頁
）

　
　
　
し
　
げ
い
さ

　
　
個
聖
地
舎
の
い
と
う
つ
く
し
げ
に
絵
に
か
い
た
る
や
う
に
て
る
さ
せ
た
ま
へ

　
　
　
る
に
、
宮
は
い
と
や
す
ら
か
に
い
ま
す
こ
し
お
と
な
び
さ
せ
た
ま
へ
る
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ

　
　
　
け
し
き
の
、
紅
の
御
衣
に
ひ
か
り
あ
は
せ
た
ま
へ
る
、
な
ほ
た
ぐ
ひ
は
い

　
　
　
か
で
か
と
見
え
さ
せ
た
ま
ふ
。
（
二
一
〇
・
二
一
一
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
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無
名
草
子
の
清
少
納
言
評
言
私
注

な
ど
が
あ
り
、
ほ
か
に
も
散
見
す
る
。
百
七
十
九
段
は
、
正
暦
四
年
（
九
九
三
）

清
少
納
言
初
出
仕
の
記
事
で
、
何
か
と
恥
ず
か
し
く
思
う
清
少
納
言
が
、
美
し
い

立
派
な
中
宮
定
子
を
讃
え
、

　
　
囚
い
と
つ
め
た
き
こ
う
な
れ
ば
、
〔
中
宮
サ
マ
が
袖
ヨ
リ
〕
さ
し
出
で
さ
せ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
す
こ
う
ば
い

　
　
　
ま
へ
る
御
手
の
は
っ
か
に
見
ゆ
る
が
、
い
み
じ
う
に
ほ
ひ
た
る
薄
紅
梅
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
と

　
　
　
る
は
か
ぎ
り
な
く
め
で
た
し
と
、
見
知
ら
ぬ
里
人
ご
こ
ち
に
は
、
か
か
る

　
　
　
人
こ
そ
は
世
に
お
は
し
ま
し
け
れ
と
、
お
ど
ろ
か
る
る
ま
で
ぞ
ま
も
り
ま

　
　
　
ゐ
ら
す
る
。
（
二
九
二
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
　
　
　
　
　
く
れ
な
る
か
ら
あ
や
　
　
　
う
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
し

　
　
圖
宮
は
、
白
き
御
衣
ど
も
に
紅
の
唐
綾
を
ぞ
上
に
た
て
ま
つ
り
た
る
。
御
髪

　
　
　
の
か
か
ら
せ
た
ま
へ
る
な
ど
、
絵
に
か
き
た
る
を
こ
そ
か
か
る
こ
と
は
見

　
　
　
し
に
、
う
つ
つ
に
は
ま
だ
知
ら
ぬ
を
、
夢
の
こ
こ
ち
ぞ
す
る
。
（
二
九
四

　
　
　
頁
）

な
ど
と
見
え
る
。
二
百
六
十
二
段
は
、
正
暦
五
年
置
九
九
四
）
二
月
の
積
善
寺
供

養
の
記
事
で
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
中
宮
定
子
に
対
す
る
讃
嘆
の
内
容
が
見
ら
れ
、

次
の
文
も
ま
た
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　
　
こ
の
車
ど
も
（
1
1
私
生
チ
中
宮
女
房
ノ
車
）
の
二
十
立
て
な
ら
べ
た
る
も
ま
た

　
　
〔
女
院
ノ
方
カ
ラ
モ
〕
を
か
し
と
見
る
ら
む
か
し
。
（
中
略
）
い
ま
ぞ
〔
中
宮
サ

　
　
　
　
　
こ
し

　
　
マ
ノ
〕
御
輿
出
で
さ
せ
た
ま
ふ
。
め
で
た
し
と
見
た
て
ま
つ
り
つ
る
〔
女
院

　
　
ノ
〕
御
あ
り
さ
ま
に
は
、
　
こ
れ
（
U
中
宮
サ
マ
ノ
御
行
列
）
、
　
は
た
、
く
ら
ぶ
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
ぎ

　
　
か
ら
ざ
り
け
り
。
朝
日
の
は
な
ば
な
と
さ
し
あ
が
る
ほ
ど
に
、
水
葱
の
美
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
こ
し
　
　
か
た
び
ら
　
　
い
う

　
　
と
き
は
や
か
に
か
が
や
き
て
、
御
輿
の
帷
子
の
色
つ
や
な
ど
の
き
よ
ら
さ
さ

　
　
へ
そ
い
み
じ
き
。
（
三
六
九
・
三
七
〇
頁
）

一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
と
ど

　
　
○
関
白
殿
失
せ
さ
せ
た
ま
ひ
、
内
の
大
臣
流
さ
れ
た
ま
ひ
な
ど
せ
し
ほ
ど
の

　
　
　
お
と
ろ
へ
を
ば
、
か
け
て
も
い
ひ
出
で
ぬ
ほ
ど
の
い
み
じ
き
心
ば
せ
な
り

　
　
　
け
む
人
の
（
八
」
頁
）

　
「
関
白
殿
」
は
中
の
関
白
藤
原
道
隆
の
こ
と
で
、
そ
の
麗
じ
た
の
は
、
前
述
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
と
ど

ご
と
く
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
四
月
十
口
で
あ
る
。
「
内
の
大
臣
…
…
お
と
ろ
へ
」

　
　
　
　
お
と
ど

は
、
「
内
の
大
臣
」
す
な
わ
ち
中
宮
定
子
の
兄
、
内
大
臣
藤
原
伊
周
が
太
宰
権
帥

と
し
て
配
流
さ
れ
な
さ
っ
た
り
な
ど
し
た
あ
た
り
の
、
道
隆
一
家
の
没
落
の
あ
り

さ
ま
、
の
意
。
伊
周
は
、
主
と
し
て
日
本
古
典
全
書
本
『
枕
冊
子
』
所
収
「
年

表
」
に
よ
る
と
、
正
暦
五
年
（
九
九
四
）
八
月
二
十
八
日
内
大
臣
と
な
り
、
長
徳

元
年
（
九
九
五
）
七
月
・
八
月
以
降
、
叔
父
道
長
と
甚
し
く
対
立
、
同
二
年
（
九

九
六
）
一
月
十
六
日
、
伊
周
・
隆
家
の
従
者
が
過
っ
て
花
山
法
皇
を
射
奉
る
。
同
　
0
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

年
四
月
二
十
四
日
、
伊
周
・
隆
家
配
流
の
宣
命
が
下
り
、
五
月
一
日
・
四
口
、
そ

れ
ぞ
れ
出
発
す
る
。
「
か
け
て
も
…
…
な
り
け
む
人
の
、
」
は
、
枕
草
子
の
中
に
、

少
し
も
い
い
出
さ
な
い
ほ
ど
の
す
ば
ら
し
い
す
ぐ
れ
た
心
づ
か
い
で
あ
っ
た
と
か

い
う
清
少
納
言
で
あ
り
な
が
ら
、
の
意
。
事
実
、
枕
草
子
に
は
道
隆
一
家
の
没
落

に
関
す
る
記
事
は
見
え
ず
、
た
と
え
ば
、
百
三
十
八
段
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
き

　
　
殿
な
ど
の
お
は
し
ま
さ
で
後
、
世
の
な
か
に
こ
と
出
で
来
、
さ
わ
が
し
う
な

　
　
り
て
、
宮
も
ま
み
ら
せ
た
ま
は
ず
、
（
二
五
五
頁
）

な
ど
と
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
（
以
下
、
清
少
納
言
の
流
浪
伝
説
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
も
な
く
、
ま
た
、
そ

　
　
の
一
部
は
す
で
に
拙
著
『
無
名
草
子
論
』
に
も
記
し
た
の
で
、
省
略
す
る
。
）


